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今日の米 国 の 普 及 事 業

米国では年間1,250万人以上の家族が 学校 に通 うこと

な しに延歩的な腿.法や合廷臣的な家政 に つ い て 学 んでい

る｡これが各州の土地下附 大学 (ラン ド･グラン ト･カ

レッジ)によ って行なわれ ている唯一の校外教育､即 ち

協同普及ヨ1光である｡土地下附 大学 とは読んで字の如 <

連邦政府か ら土地を与え られ､ヨ三に駿兼 と家政の分封の

研究 ･普及を して国民 に奉仕す る大学 である｡米国では

普及TJi光は大学 によ って行なわれ ているが､それは連邦

改称の,Bt務 宙との協riJの教育機 3gである｡その 目的は ､

民衆 変数 宙 して肢等ヨ身の問題 を決定 させ､彼等が知識

や技 術を修Jtg･す ることを助け､彼等 を鼓舞をして行赦 させ

ることである｡

普及郡光の 目的は故胃 であるけれ ども､普 通の学校数

百 とはかな り異 っている｡ とい うのは普及耳f光は特定の

教室を もたない｡牒場 ､畜舎､庭先､台所､公上丈舘 などす

べてが教室 である｡そ して腿 業や家政について学 びたい

と思 う者はJ蛙でも生 徒になること-/jt'できる｡ また､年令

や男女の ;望別 もないQその施/tは普及Ejである｡この普

及員は人/l'-Pと畏麟 コの兆lJの俄 ｣である｡

普 及.Jf光はス ミス ･レバ ー法 によ って 1914年 に出

発 した｡iiLi邦､州 ､君臣の三政V･J=が 誠司で普及出 色負担す

るので‰lrJ]普及ZJi某 と呼ぶ｡州 によ り多少の差はあるが

連邦政的二40%､州政府 35%､郡政I付25%が大体の分担割合

である｡ しか し､例外 と してハ ワイ州 では郡政Lf:J:は普及

郡普及所 の内部 隅 資料 を.重富 に準備 して農 民をかん け

いす る ミシガン州 マ ッコム郡 にて (1959.7)

班の負担は していない.その埋EEIは郎政噺は行政上直接

家庭 と結 びつ いているので､人 々に負担行為か ら生する

歪苦 しい義務感帖 ?誉さけるためである｡ハワイ州の年･

間の普及予算糾ま約100万 ドル で､その 3分の1は遡邦政府､

3分の 2は州政府 の負担 とな っている｡更 に も うーっ特

例Ⅰをあげ ると財政的 に恵 まれた都では大学か ら配置 され

た普及員の外に自己財源で普及員を採用することが でき

る｡ ミシガ ン州マ ツコム部の勘合がそれで､う才少年教育

智も り上 げてい<ために 4H-itEih及日を 1人採用 し､男女

別 々の 4H普及員 をもっている｡罪 に旗業担当普及員を

も う 1人 自己の財源で採 るとIIBop･及所｣長は語 っていた｡

普及等f某の一般的な分野は蛍光､家政 ､4Hの三つで

ある｡普通､位二粧改 良普及員が凝 光､亡上活改良普及Elが家

政､4H普及lコが 4Hクラブ哲也 当す る｡ しか し､ある州

では:i!故 と〈上政の普及員が 4Hまでも勘当 している｡ま

た普及tli光が発達するにつ れ､国上弦のすべてへのサ ービ

ス とい う且巨念か ら郎両地L左を姓L当する普及員 もおかれ る

よ うにな っている｡従来 ､SBi'.及Tlf光 といえば腿村家庭､特

にrR二堤に従 小する人 々にfE山がおかれ ていた. しか し近

年は兆設家73人 々もそ れにノくいにFigJC.､密もつよ うにな っ

て きた｡街 の人′j､を問わず､家政一般､段産物のuJll;只､

庭芸ヨづ くり､三宝｣くの育て方､Ajj"il･虫の防除法などと普及

等i二箕に学ぶのが多 くな ってきた｡ このが実は､それだけ

一般 而戊が.叶､芦心 にあつ く､糾 軒名志織が応 <､普及ヰf

業の役 目を+分 に認言放してきた ことを,d･こ扶するものであ

る｡

聯鱗桝 飴郷野

.■̂

普及員 を電話で呼 びよせ 庭瀬づ <りについて学ぶお娘

さん ハ ワイ州 カイザー新開地 にて (1962.12)



-1LTg･及-･｣i光の ･般｢ドノ/JJiI!(･はIR光､家政､4rIであるが､

これを庄三に紺1分 して 9の分上野がモ換朋 され ている｡Br]ち､

J讃淡L))/l･.船[/l=のJ''りL､腿縫物の流i血･分Pi己･利川の効率

天然j発源のrhil.粧 ･冊 戊 ･利川､J没Bju-･家庭の紐ウニで､家族

どLL..m-､ )･i一少咋教門､付解のし改む､二旧さ辞世三の子細ぶ､公｣ET=問

題である､これは国家的な 口棟で各州 とも同 じ,-G一版をか

かげてTTl･及肌軌に減速Eしているわけである｡ではこれ ら

の分nlfをJlmをお ってmi上11に脱1胴すると

;1･.巌巣の生 産 性 の向上 ･

普及･jl.米の分Aげの∧T!iJrtにくるものはこれ である｡出家

に応川 ｡Jf泊なWr.ICE)戊iLlをiH供 し､これL/)利川の仕方を⊥旧

尊 し､もって/RjE=の/1三雌1/l三をr･'jlLせ しめることである｡

この胴将によ ってJ良山上はL'lEryTIJにわが家の出光を.-J>1TLtIl

経'i:チする｡他のいかなる也光 ともTlll様 に､班Tf:するため

にはJ鑓家個 々が効率的な俊二乾を'FT:まなければな らない｡

これが今 Uのアメ リjJJ良二乾のJlくだ‡である｡これは良inJi'の

食和をrrBm に/I三相せ しめるとJL:-に､労 ノJを他の/ヒ酸分野

に僻放せ しめて､国上iiのlL--.Ylf.水幣をrtTJL･.せ しめた といわ

れている｡

普及,｣f光はこの依命を達成するために効凪 杓なデモ ン

ス トレ-シ ョン､E,Ji.ruj,｣TIjrl会腿､マス コミ､個人胴将な

ど凡ゆる桐卓事JJ7Jfを川 いているO

2.農監物 の流通 ･分配 ･利用 の効率 :

鹿産物 のlL._確性 の向上 とlE行 して流j血 ･分配 ･利川の

効率を高めることは/ヒ産,拝､LE産物収抜業一汗､消拙者の

福祉を旧塩することであ り､普及可児はそこに も果すべ

き夏主任 をflうている｡ この分坪fの噂F'rj職員はた えず傑

場､而坊､)Jrl工場などを舶 って研究資料を引去めるかたわ

ら､ナI.f報をi粒状する｡

･3. 天然 資源 の保吾妻･育成 ･利用

人間の祐捌:は天然汽1原にn うこと大 である｡ 上地 ･水

･樹木 ･革Lミ･魚軌 ･野InJ:･野席 らを保瀧矧 成して7;A･共

に寄与せ しめるために門及 '11二割まく政市暗号軌を行 う｡

例えば保,雅にJigしてはその剖l叫の併せと執行の桐箱を

する｡

更 に州､郡､村解､脱務省､その他の機媚のj禁源を互 に

避けいせ しめた､統一 した保護計国 の併V_に協プブする｡

巌書家の庭先で普及鼻 か らリンゴの流 通について学ぶ生亘墓者た ち

ミシガン州マ ッコム郡 にて (1959.7)

農民を集めて巌薬効果 のデモ ンス トレー シ ョンを行 うハ ワイ大学

崖襲試験場 と同普及部 (1962,ll)

また試験研 允のTjA巣 を以 って人 々の認識の/.準JG'箸につ とめ

ている｡

‡4. 農場 ･家庭 の経営 .

アメ リカ般瀧の強 みは主 として家族式縫JR.'にあるとい

われている.腿家は同を栽培 しょ うが､その計師丁､決定

に白山であ り､J表 柘の利 益 変呂才持してリ三確 に励んでい

る.この 方式 は殿家を して白⊂∃の利.応のために丘達人の能

プ了を発押せ しめる誘因 になる.

また､彼等 は農場 と家庭の経常は決 して別 々に-考えな

い｡両 j削ま金銭的にも時間的にも密接 に関連 しているか

(9)



現場 で箭農芸 乞)召冠合三宝を教 える農改普及員 (左 )

ハ ワイ州 オ/ヽ フ鼻 にて (1962.ll)

豚舎 の管理 について湯玉 (事前 大 王成i欧字氏)を指 導

す る畜改書王更と畜改普及JL (メ ガネ 職 嶺昇氏 )

ハ ワイ州 ワイアナコ;にて (1962.ll)

らである｡

磁 場及び家庭 を促全 に鎌首せ しめるためにはuE'及･jLヨた

は 澄家 里次の荘こ目についてく教育す る｡

△当家 のj竺碇 を評rlfHす る稚 ノJを適 うO

△メ加炭すべ き間腿 をiよきわ めるブコを 危 う｡

△問題 をj鮮結 す る手段 を旗 ぷF7巨ノJを盛 うO

△利月jす べ き技 術､収 二乾信託だ 企､モノ)lth遥1山 こ1'1ノ刷

になる斗硝勺普PJllrfFす る馳 ノブ密# う｡

(つづ く) (古 謝 瑞 幸 )

筆者 はハ ワイ大学果西文化 セ ンタ-主催 の普及事 業指

導者訓‡陳計 画 によ り､1982年 10月 か ら1963年 2月 まで ハ

ワイ大学 ､ 日本農林省 ､台 湾で普及教育 に ついて研 修 を

うけてさ六二｡ この吉己事 はハ ワイ大学 と ミシガン州立大学

(1958-59年 ) にお ける研究 か らまとめて も らった もの

IEある｡


